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おねがい

この市政だよりはDtJ務連絡員の方

を通じて.市内の全世帯に配布す

るようにしています。

もしお宅の近所で、この市政だよ

りが届いていない方がありました

ら町務連絡員の方に連絡すろょう

知らせてあげてくださし、。
圃昭和33年 4月22日第三種郵便物認可E毎月3回1日.10日.20日発行固定価1部5円
圃発行所大村市役所 圃編集人総務課長森辰男 圏印刷所合同印刷所

伝~ おかあさん

がんばって
10月10日がグ体育の日かと定められ、今

年から祭日となりました。乙れはみんな

がスポーツに親しみ、健康な心身をつち

かう ために定められたものですe 大村市

でも総会開会式、市民球技大会、親子体

力づくり大会、市民歩乙う大会、市民ハ

イキング大会を行ないました。

【結婚の条件】

秋は結婚のνーズンですが、法律で定めた次

の要件にあてはまっていないと結婚できませ

ん。その条件は、①男は満18才、女は満16才

以上でなければならない。 ②重婚でないこと

③女が再婚する場合は離婚したり 、夫が死亡

してから 6カ月以上たっていなければならな

い。④近親婚でないこと。⑤未成年者の結婚

には親の同意が必要で、あるO
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みよりのない

子に愛情を
里栽職親を求める運動

り

盛
大
だ
っ
た
畜
産
共
進
会

被保険者証を

大切に

尾崎広衛前野勝一ノ瀬近義

国民健康保険だより

いまま で、健康保険被保険者証

は病気がなおるま で病院に預ける

ことになってお りましたが、今後

取扱いを改め、 初診の ときお医者

さんに提示し確認を受けたら直ち

に返還されることになりま した。

また、その診療が翌月にわたる

ときは月初めに再び提示すること

になります。

被保険者証は大切なものです。

提示がない と医療費は全額自 己負

担になり ます。病院に預けっぱな

したり紛失しないよう自宅の一定

の場所に保管しいつでも取出せる

ように心掛けましよ う。

奨
学
金
を
完
済
し
た

上
に
三
千
円
を
寄
付

大
阪
府
池
田
市
に
住
む
中

尾
佳
子
さ
ん
(
お
)
大
村
市
辻

田
町
出
身
は
昭
和
三
十
四
年

大
高
定
時
制
を
卒
業
し
大
阪

の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
屈
に
勤
め

て
お
ら
れ
ま
す
が

こ
の
ほ
ど

三
千
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

中
尾
さ
ん
は
昭
和
三
十
二

年
大
村
市
の
奨
学
金
を
受
け

優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
、
奨

学
金
の
返
済
も
計
画
的
に
実

行
し
こ
の
九
月
で
完
済
さ
れ

ま
し
た
が
、
奨
学
金
の
完
済

を
記
念
し
て
三
千
円
を
寄
付

里親 ・保護受託者刊誌親)制度の

普及をはかるため、本年度も十月

を中心として "里親、職親を求め

る運動 μ を全国的に行なっ ていま

里親として子供を育てたり 、保

護受託者(職親)として子供に職業

を教え ようと思う方があり ました

ら、福祉事務所に申し出てくださ

い。 そして恵まれない子供を一人

でも多くあたたかく育て、 健全な

る子供として社会に送り だしたい

ものです。

;v17回大村市畜産共進会が、9月30日午前 91l寺から、市

営補助グラワ ンドで行なわれました。この大会にはそれ

ぞれ丹精こめてそだてた和牛(55頭)乳牛(39頭)豚(35頭)

種鳴(20番)が参加して盛大に終り ました。

(優等入賞者〕

〈肉牛) 坂本好雄

(育成牛) 原口栄

(乳牛)土本猛ー愛合春雑甲斐多津男谷野泉

(豚 ) 三絃谷邦夫浦辺政春岩永福寿 上村高光

(種鶏)平野ヤスノ 久保川万里

さ
れ
た
も
の
で
す
。
市
教
育

委
員
会
で
は
中
尾
さ
ん
の
善

意
に
み
ち
た
ご
芳
志
に
報
い

る
た
め
奨
学
資
金
と
し
て
役

立
た
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た

忌
明
に
寄
付

市
内
辻
田
町
の
中
村
市
作

さ
ん
は
亡
妻

ν
ノ
さ
ん
の
忌

明
に、

市
内

一
ノ
郷
下
山
敬

蔵
さ
ん
は
叔
母
ス
ミ
さ
ん
の

忌
明
に
、
市
内
古
町
の
山
口

敦
敬
さ
ん
は

亡
父
岩
市
さ
ん

の
忌
明
に
、
市
内
池
田
九
区

の
田
中
正
さ
ん
は
亡
母
ツ
キ

さ
ん
の
忌
明
に
、

文
市
内
田

下
郷
の
神
田
さ
い
さ
ん
は
亡

母
入
口
千
ノイ
さ
ん
の
忌
明
に

そ
れ
ぞ
れ
金

一
封
を
社
会
福

祉
事
業
費
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
いυ宮

古
島
災
害
台
風見

舞
金

マ
竹
松
部
隊

一
中
隊
第

二
宮

内
班
千
五
百
円
ム
第
三
営
内

班
千
五
百
円
ム
第
二
営
内
班

千
二
百
円
ム
原
口
住
宅
児
童

双
葉
会
千
百
七
十
円
、
米
十

キ
ロ

ム
竹
松
部
隊
十
七
班
七

百
十
二
円
ム
赤
十
字
奉
仕
団

(連
合
婦
人
会
員
)
四
万
八
百

二
十
八
円
ム
市
営
競
艇
労
組

三
千
八
百
円
ム
堺
町
婦
人
部

千
七
百
円
ム
三
浦
蓮
蔵
寺
、

硯
出
石
、
山
境
町
内
千
二
百

円台
風

M
号
お
号

災
害
義
援
金

日
赤
奉
仕
団

(
V
ヤ
ク
ナ

ゲ
会
)
五
千
七
百
円

、ill
t
義
援
金
の
取
扱
い

i

引山
号
お
号
台
風
に
よ
る

被
害
者
義
援
金
の
取
り
扱

一
い
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な

一
い
ま
す
。

一
マ
期
限

一マ
受
付

m月
初
日
ま
で

市
保
険
年
金
課

、川

l 
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お
し
ら
せ

日産
守程業

苦言 き祭
ミLまの
」ソ る

恒
例
の
産
業
祭
も
第
五
回

目
を
迎
え
ま
す
。
行
一
宇
日
程

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

マ
ミ
ス
産
業
祭
発
表
と
芸
能

大
会

十
五
日
。
午
後
六
時
よ
り

大
村
中
央
公
民
館

マ
仮
装
カ
ー
ニ
バ
ル

十
六
日
・
午
後

一
時
よ
り

(
経
路
予
定
)
竹
松
駅
前
↓

原
口
↓
松
並
↓
乾
馬
場
↓
中

央
公
民
館
↓

(
午
後
二
時
三

十
分
)
八
幡
町
↓
会
議
所
前

V 

コ
ー

ナ

l

↓
国
道

v

市
役
所
前
(
午
後

三
時
七
↓
本
小
路
↓
片
町
↓

本
町
↓
駅
前
大
通
り
↓
中
央

公
民
館
(
午
後
四
時
)

マ
大
村
市
農
協
総
合
大
運
動

ム一
A十

六
日
@
午
前
九
時
よ
り

大
村
高
校
グ
ラ
ワ
ン
ド

マ
民
踊
、
歌
謡
大
会

'十
七
日
・
午
後
六
時
よ
り

竹
松
神
社
会
館

マ
撞
木
盆
栽
展
示
即
売
会

十
三
日
よ
り
十
八
日
ま
で

駅
前
教
育
委
員
会
跡

マ
大
村
湾
県
立
公
園
指
定
記

念
ポ
ス
タ
ー
、
写
真
、
絵

画
展

十
五
日
よ
り
十
八
日
ま
で

中
央
公
民
舘
講
座
室

10月9日から諌早局の

市外局番が 09572とな

ります。また諌早市内

局番に②がつき加入者

番号も全面的に変更さ

れます。諌早市内に電

話される場合は十分ご

注意ください。

例へば、大村から諌早

へ電話するときはつぎ

のようにダイヤノレしま

しょう。

(市外局番)(市内局番)

(加入者番号)(09572) 

一(2)一 xxxx

(3) 

マ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

題
材
H

産
業
祭
行
事
風
景

締
切
十
月
末
日
、
白
黒
四

ツ
切
、
カ
ラ

l
キ
ヤ
ピ
、
不

発
表
十

一
月
土
旬

送
り
先

大
村
商
工
会
議

所
内
協
賛
会
事
務
局

口
口
口

秋
の
殉
国
者
慰
霊
祭

口
口
口

秋
の
長
崎
県
殉
国
者
慰
霊

祭
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ

れ
ま
す
。
参
列
さ
れ
る
遺
族

に
は
遺
族
章
を
地
区
遺
族
世

話
人
の
方
を
通
じ
て
交
付
し

ま
す
が
、
も
し
受
取
ら
な
い

方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
険

年
金
課
ま
た
は
各
出
張
所
に

も
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

ム
日
時
十
月
二
十
日

午
前
十
時
三
十
分
開
式

ム
場

所

県

忠

霊
塔

口
口
口

た
す
け
あ
い

作
文
募
集

口
口
口

た
す
け
あ
い
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
を
次
の
要
領
で
行
な
い

ま
す
。
ふ
る
っ

て
参
加
し
ま

Y

レ
ト
」
で
つ
。

作
文
と
詩
の
題
名
は
自
由

で
す
が
、
た
す
け
あ
い
(
社

会
連
帯
)
の
精
神
を
強
調
し

た
も
の
で
、
体
験
文
、
ま
た

は
児
童
生
徒
の
考
え
方
な
ど

た
す
け
あ
い
の
趣
旨
に
そ
う

も
の
。用

紙
は
四
百
字
詰
用
紙
に

小
学
生
は
千
二
百
字
以
内

中
学
生
は
二
千
字
以
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
作
品
の
末
尾
に
学
校

所
在
地
、
学
校
名
、
氏
名
、

住
所
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

送
り
先

長
崎
市
上
町
一

l
三
三

県
共
同
募
金
会
事
務
局

締

切

十

一

月

十

五

日

口
口
口

特
別
国
庫
債
券
を

買
上
げ

口
口
口

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
国
庫
債
券
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
か
た
で
、
生
活
に

困
っ
て
お
ら
れ
る
場
合
は
買

上
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

A
受
付
期
間

十
月
二
十
日
よ
り
十
月
三

十
一
日
ま
で

ム
買
上
額

十
万
円
以
内

口
口
口

小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
の
投
与

口
口
口

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与
を
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な

い
ま
す
の
で
該
当
児
は
ぜ
ひ

投
与
を
受
け
て
下
さ

い。

マ
該
当
者

昭
和
四
十
年
一
月
一
日
か
ら

四
十
一
年
六
月
三
十
日
ま
で

に
生
れ
た
も
の
(
た
だ
し
、

今
ま
で
に
二
回
投
与
を
済
ま

せ
た
人
は
除
き
ま
す
)

す

マ
料
金

無
料

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
下
さ
い
。

接種目 L3施場所

10月24日 |市役所!三浦診療所

1/ 25日 |市立病院 i鈴田出張所

1/ 26日 1諏訪公民館 !萱瀬出張所

1/ 27日 l福重出張所 i松原出張所

1/ 28日 l竹松出張所 i

※時間は、午後2時から 3時30分まで
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人
命
は
尊
い
も
の
で
す
@
ど
う
し
た
ら
交
通
事

故
か
ら
人
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
?
と
く
に
こ
と
し
は
、
歩
行
者
の
交
通
事
故

絶
滅
を
矛
一
目
標
と
し
て
す
べ
て
の
歩
行
者
、
運

転
者
運
転
者
の
雇
主
な
ど
に
交
通
安
全
思
想
の
徹

底
正
し
い
交
通
ル

l
ル
の
実
行
、
道
路
の
環
境
整

備
改
善
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
@

交
通
事
故
は
自
動
車
が
悪

い
と
ば
か
り
は
い
え
ま
せ
ん

歩
く
人
も
十
分
注
意
し
ま
し

ょ、フ。

パ

ー

寸

歩
く
人
は
、
車
の
直
前
直

後
を
横
断
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
横
断
す
る
前
に
は
必
ず

立
ち
止
ま
っ
て
、
ま
ず
右
を

見
つ
ぎ
に
左
を
見
、
さ
ら
に

も
う
一
度
右
を
見
て
安
全
を

確
か
め
、
手
を
あ
げ
て
走
っ

て
く
る
車
の
運
転
車
に
わ
か

交通安全推進に寄付

県営パス勤務の北平常

喜さんと久保春男さんは

犯人逮捕協力でおくられ

た金一封を、また萱瀬、の

中瀬正隆さんは、交通安

全推進に使って下さいと

金一封を交通安全都市推

進協議会に寄付されまし

たので、児童生徒の交通

安全指導用の腕章とたす

きを作り、市内の交通安

全母の会に配付しました

る
よ
う
に
合
図
し
ま
し
ょ
う

歩
行
者
が
い
る
と
き
、
車
は

一
時
停
車
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
車
は
急
に
止

ま
ら
な
い
の
で
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
道
が
ぬ
れ
て

い
た
り
、
凍
っ
て
い
た
り
す

る
と
き
は
と
く
に
あ
ぶ
な
い

の
で
す
。
い
き
な
り
車
道
に

と
び
だ
す
の
も
あ
ぶ
な
い
も

の
で
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う

パ

勾

パ

可

車
を
運
一
括
す
る
人
は
、
交

通
ル

i
ル
を
守
り
、
安
全
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。
飲
酒
運

転
、
無
免
許
運
転
は
絶
対
に

い
け
ま
せ
ん
。
バ
イ
ク
に
乗

る
人
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
り
ま
し
ょ
う
。
自
韓
車
に

乗
る
人
も
)
交
通
ル

l
ル
を

十
分
に
守
り
、
交
通
事
故
の

原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
正
し

く
乗
り
ま
し
ょ
う
。

寸

寸

こ
の
ほ
か
、
車
の
整
備
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
車
を
運

転
す
る
前
は
必
ず
点
検
を
お

こ
た
ら
な
い
よ
う
に
、
整
備

不
良
の
と
こ
ろ
を
発
見
し
た

ら
整
備
し
て
か
ら
運
転
し
ま

し
ょ
う
。

図

書

舘

だ

よ

け
り
Z
B
E
4

‘，E
1
4

，、.‘，、
.H

新
し
い
川
本
が
つ
き
ま
し
た
。
秋
は
何
と
な
く
本
合
一

読
み
た
く
な
る
季
節
で
す
。
こ
く
の
あ
る
本
を
じ
っ

く
り
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

噌
ム
長
崎
洋
学
史
(
長
崎
文
献
観
察
事
典
(
保
育
社
ソ
ム
い
っ

・

一
社
)
ム
国
宝
三
巻
四
巻
(
毎
日

ま

で

も
(
小
桜
葉
子
)
ム
鏡
の

一

一
新
聞
社
)
ム
現
代
日
本
文
学
中
の
世
界
(
朝
永
振
一
郎
)
ム

-

4

大
事
典
(
明
治
書
院
)
ム
現
代
歴
史
の
旅
(
亀
井
勝
一
郎
)
ム

~

~
用
語
の
基
礎
知
識
(
自
由
国
名
城
名
鑑
上
下
(
人
物
往
来
~

ヤ
民
社
)
ム
家
庭
法
律
大
事
典
社
)
ム
古
文
書
入
門
(
高
橋
旗

』

い
(
第
一
法
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